
             

 

 

 

 

 

 

 

アイデアニッポン 

プチドラゴンシリーズ(ST26) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

-DATA- 

クロモリ鋼(SCM435M)製 カラー：黒色電着塗装 

重量：200ｇ ナイロンケースつき 固定バンド式 

レディース、ビッグドラゴン(特大)あり。 

横幅以外、価格仕様は同じ。 

価格：￥4,968（税込） 

 

 

 

当社の商品はすべて Made in japan 表示をしています。 

〒３３４－００６２ 埼玉県川口市榛松 ６９９ 

TEL ０４８（２８１）１３２２  FAX ０４８（２８６）０８６６ 

http://www.exp-japan.jp   e-mail: exp.offjapan@gmail.com 

 

mailto:exp.offjapan@gmail.com


＜シーズン直前！！＞ 
職人が魂込めて作り続ける大定番スノーシューズは 

今年も順調に生産準備が進んでいます。強度面向上や仕上げの美しさがさらにアップ！！ 

（先行受注で頂いている販売店様には 10 月に入り次第順次出荷を進めさせて頂きます） 

 

※今年 5 月より新価格となっていますのでお間違いの無いようにお願いたします。 

 

勤勉なメイドインジャパン 
スノーシューズシリーズ 

 

日本の民具・ワカンジキを現代風にアレンジした雪上歩行器。前後を反らしたので急斜面でも上り下りが

楽に行動できます。 

○ アイスバーンでもスノーシューズＭ、Ｌは逆さにつける必要はありません。アイゼンの下にワカンを装着

して行動してください。 

○ いずれもフレーム直径は 22ｍｍ×1ｍｍ厚。爪はステンレス製。丈夫さと、靴につけやすい固定方式が人

気で国内シェア髄一。サイズが大きいほどに雪に対する浮力が増します。 

○ Ｍ、Ｌは鉄製 JIS トラスト中空 4×27 3 価クロメートリベットを採用。世界一耐久性の強い雪上歩行器で

す。 

○ Ｍ、Ｌとも爪高は 49ｍｍ。ベルトは赤色。 

○ 固定バンドはユーザーが簡単に調整できるフリーサイズ。 

摩耗したらユーザーが交換できます。 

 
強いぞニッポン 
◆スノーシューズＭ(SN3) 
税込価格：\13,122(本体価格\12,150) 
◆スノーシューズＭ（F）フラット型(ＳＮ17) 

税込価格：\12,744(本体価格\11,800) 

- DATA - 

    材質：Ａ6063アルミ製。爪はステンレス製。 

爪高：49 ㎜。カラー：シルバー。バンドは赤色。 

    サイズ：410 ㎜×182㎜ 重量：770ｇ   

  
だんとつニッポン 
◆スノーシューズＬ(SN4)   

税込価格：\13,392(本体価格\12,400) 

◆スノーシューズＬ（F）フラット型(SN18)  

税込価格：\13,122(本体価格\12,150)        

- DATA - 

   サイズ：441㎜×182㎜ 重量：780ｇ  他は M と同じ 

 

究めるニッポン 
エキスパート型固定バンド（ＳＮ８） 

スノーシューズにセットしてある固定バンド一式。 

木製ワカンや他社製ワカン、アイゼンにも装着可能。 

 

丸カン付フロントバンド240mm  4本 

三股カン付ヒールバンド580mm  2本             SN8 

美錠付バンド1080mm  2本一式 

- DATA - 

カラー：レッド 重量：120g 

固定バンド一式 税込価格：\3,736 (本体価格\3,460) 

http://www.exp-japan.jp/images/EXP_PIC_SN3_S2.jpg
http://www.exp-japan.jp/images/EXP_PIC_SN4_S2.jpg
http://www.exp-japan.jp/images/EXP_PIC_SN3_S2.jpg


毎年この季節、気になるのが富士山の入山率です。 

 

環境省より 7/1～7/31までの富士山登山者数の発表がありました。それによると 7月 1ヶ月の富士登山者

が、静岡山梨両県の 4登山道で計 9万 2213人だったと発表。前年同期（計 7万 8812人）より 17.0％増加

した。（ただ 2014 年 7月（計 10 万 174 人）に比べると 7.9％の減少） 

 

また富士山の登山者に求めている富士山保全協力金（入山料）の今年 7月の 1ヶ月間の協力率は、前年同

期比 6 ポイント増の 64％となっています。環境省が吉田ルート 8 合目で計測した登山者数を基に算出し

たもので、期間中の登山者は前年同期比 27.1％増の 5 万 8286人、協力者は 40.3％増の 3万 7306人だ

ったとしています。 

協力率が向上した理由について県は、今年から協力金の徴収場所に仮設のゲートを設けたことなどを挙

げています。 

（静岡新聞 SBS, YOMIURI ONLINE 参照） 

2013年の世界遺産登録まで増え続けていた登山者数がそれ以降 2年続けて大幅に減少していましたが

今回の結果を見ると、少し回復傾向の様に思えます。今年の夏は比較的天候が安定している事や、8/11

の初「山の日」効果もあり、8 月もこの調子で増えて行くのでないかと期待したいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして富士山に関連した驚きのニュースがあります。 

それは、今世界中でブームになっている「ポケモン GO」に関連したものです。富士山を有する山梨県では

県内の今年上半期（1〜6月）に発生した山岳遭難が、前年同期を 17件上回る 48 件で、統計が残る 1965

年以降、過去最多を更新したと発表しました。遭難者数も前年同期比 21人増の 54人と過去最悪だったと

の事で、登山者に注意を呼び掛けています。 

 

そんな中、同県警によると、スマートフォンのゲームアプリ「ポケモンＧＯ」をしながら登山する人が相次い

でおり、注意を呼び掛ける。と言うのです。 

富士山では、山小屋の従業員などから[ポケモンＧＯ]の画面を見ながら山に登る人の報告が相次いで寄

せられ、環境省や山梨、静岡両県で作る「富士山における適正利用推進協議会」は 27日、ホームページ上

に「ポケモンを探しに富士山に向かう皆様へ」と題し、富士山登山中に歩きながらスマートフォンを使用す

る「歩きスマホ」は、滑落や転倒、道間違いといった怪我や事故に繋がる恐れがあるため、大変危険な行

為です。と喚起を促しているのです。 

 

私の様に古いタイプの登山者にとっては、山は日常を離れて、自然を楽しむ事が中心と考えるので、富士

山でも[ポケモン GO]の話題にはちょっとビックリでした。一部の人だと思うのですが、登山者の意識変化

や多様性が増している事を改めて感じました。しかし、それに合わせた早目の対応をして行く事は安全の

ためにはとても大切です。           文責：松田次郎 



やまのかたりべ 

第 71章 会津駒ケ岳 
 

会津駒ヶ岳は以前から友人に強く勧められてきたが、なかなか時間を作れずにいた。今年こそはと思い

日帰り登山を計画する。 

夜行でスケジュールを組まないと日帰りは厳しい（電車とバスの便数が少ないため）。登山口となる「駒

ケ岳登山口」バス停まで、東京から夜行で行けるバスツアーを探すが思うようなバスが見つからない。そ

こで週末のみ運行している「尾瀬夜行 23：55」という東武トップツアーズの夜行電車とバスがセットになっ

ているツアーを発見。ネットで何でも検索できるこのご時世に深謝。もちろん予約もネットで簡単にできる。

どうかどうか、晴れますように！！ 

 

＜ポイント 1＞ 

かなりお勧めの「尾瀬夜行 23：55」。浅草駅が始発となり、その後北千住駅、新越谷駅、春日部駅に停車し

会津高原尾瀬口駅まで向かう。その後バスに乗り換えて御池・沼山峠に向かう。ブランケットと車内用スリ

ッパ（持帰り OK）付き。下記ツアーホームページ参照。 

http://tobutoptours.jp/dom/hok_toh/oze/ 

 

7月 16日（土） 

仕事を終えて２０時に帰宅。夫が用意してくれた夕飯を食べ、急いでシャワーを浴びる。最終荷物のチェッ

ク。残念ながら明日の天気予報は全国的に曇りと雨。福島も雨マークである。コッヘルやバーナーは、前

日までザックに入れていたが、雨ではお昼を楽しむ時間はないだろうとザックから取り出す。「雨の日に

は雨の中を楽しむ・・」しかないと思いながらも、気持ちはどんより。 

 

北千住駅から尾瀬夜行電車に乗る予定の私。北千住駅は利用することがないので早めに家を出発する。 

 

23時 30 分 北千住駅到着 

電車が来るまでベンチに座りのんびり過ごす。 

23 時 55 分ごろ、ホームのアナウンスが流れる「尾瀬夜行 23：55 にご乗車のお客様は特急列車ホーム先

頭にお越しください」とのこと。ホームの中にさらに改札があり乗車券を見せて中に入る。とりあえず、無

事夜行電車に乗って出発できそうだ。 

 

00時 10分 浅草駅を出発した夜行電車に乗り込み出発。今回は自分一人なので、女性専用車両を予約。

席は結構空いている。早々に寝る準備。アイマスクと空気枕をセットし就寝。その後、二か所停車するが自

分の横は空席だったので、寝やすい体勢を作る。 

 

3 時 45 分 ふと目が覚める。ほんの数時間であるが熟睡できたようだ。窓の外を見ると「会津高原尾瀬

口」の看板が見える。ここからバスに乗換えである。（3時 18分に駅に到着し 3時 50分頃まで車中にて仮

眠可能）。 

 

3 時 50 分 電車を降りバス停に向かう 

当たり前だがまだ暗い。雨はまだ降っていない。バス停には電車を降りた登山者の列が既にできている。

4 時 20 分頃大型バスが到着。今回は 5 台のバスが迎えに来た。こんな早朝からバスを運行してくれる事

に大感謝。バスに乗車すると、各自降車するバス停を運転手さんが聞いていく。雨なら尾瀬を散策しよう

と思っていたが会津駒ケ岳に登ることを決める。 

 

バスの中でおにぎり一つ、早い朝食を摂る。どうかどうか、少しでも雨が小降りでありますように。 

しばらくすると雲間から青空が見え始める・・・・。ひょっとしてひょっとすると、天気予報変わった

か！？！？ 

 

 



5 時 30 分 駒ケ岳登山口バス停到着 

５台のバスから降りた登山客、私以外に一人・・・ 

皆尾瀬に向かうようだ。 

 

5 時 35 分 出発 

滝沢登山口まで地図上では 30 分。 

ひたすらアスファルトと砂利道を登る。 

車であれば滝沢登山口の手前まで入ることが可能。 

途中、駐車整備をしている方が二人現れる。 

上部の駐車場は満車ということなのだろう。 

 

5 時 55 分 滝沢登山口。 

登り始めは肌寒かったのでジャケットを着たが、既に汗が噴き出ている。ここからはしばらく急な登りが続

くため寒くなることはないと思い、ジャケットをザックにしまう。登山届を提出し出発。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（滝沢登山口 登山届ポスト設置）      （水場 こまめに道標が設置されている） 

 

登り始めは急な階段から始まる。ブナ林の中をジグザクにひたすら登る。きれいな森であるが足元が大

変滑りやすく、上ばかりも見ていられない。30 分ぐらい進むと休憩されている方々数人「水場まで急登で

すよね・・・」「きついとは聞いていたけど、きついですね～」と会話を交わしている。ご挨拶をし自分のペ

ースを崩さず通り過ぎる。日差しがさほど強くないことがありがたい。途中水分を一度摂る。 

 

6 時 55 分 水場到着 

ちょっとした広いスペースである。10人ぐらいの登山者が休憩していた。水場はここから少し下ったところ

にあるようだ。汲みに行こうとすると下から二人の男性が上がってくる。「水場は近いですか？」と尋ね

ると「結構下るみたいだから途中で戻ってきましたよ。沢の音が結構下の方から聞こえるから、大分下る

と思うよ」とのこと。・・・・山頂までまだ登りが続く事、帰りのバスの時刻もあるので、水は下山のとき時間

に余裕があったら汲みに行くことにする。先へ急ぐ。 

 

水場を過ぎた後もひたすら登りが続く。高度を上げていくと、次第に視界が広がり右手正面奥に会津駒

ケ岳らしい山が見える。 

そこから少し進むと、木道の道が現れ景色が広がる。正面の尾根の上に駒ノ小屋、その横に会津駒ケ岳。

景色を堪能しつつ湿原の上に作られた木道を進む。左手には燧ケ岳（ひうちがたけ）と至仏山の山容が

楽しめる。 

 



 

駒ノ小屋に続く最後の木道の登りは歩幅が合

わず、ペースが落ちるものの、計画していたよ

り早い到着となる。駒ノ池を右手に見ながら最

後の階段を数段登ると駒ノ小屋である。 

 

7時 50 分 駒ノ小屋到着 

小屋前では既にビールで乾杯している登山者

二人。実においしそうである。小屋もきれいに

管理されている。 

 

 

 

（左に駒ノ小屋 右手会津駒ケ岳） 

 

＜ポイント 2＞ 

駒ノ小屋、宿泊は素泊まりのみ（布団あり）。 

宿泊定員は 28 名。必ず予約必要。詳細は下記、ホームページ参照。 

http://komanokoya.com/ 

 

駒ノ池の周辺にベンチとテーブルが設置されており、多くの登山者がそこで休憩していた。自分もベンチ

に腰掛けおにぎりでエネルギー補充。天気はなんと快晴。若干雲が多くなってきた様子。バーナー持って

くればよかったなぁ～と思いながら目指す山頂を仰ぎ見る。雨だと寒いと思って作ってきた HOT 紅茶は

必要ないかもしれない。 

 

山頂目指して出発。山頂は直登するのかと思ったが、木道は左裾を回り込んで作られている。樹林帯を少

し進むと中門岳と会津駒ケ岳山頂への分岐点がある。山頂方面から登山者が一人降りてくる。滑りやす

そうな木道である。ここまでくれば山頂はすぐである。 

 

8 時 20 分 標高 2,133m 会津駒ケ岳山頂着 

立派な道標が立てられていた。山頂は思ったより展望がなく、南東面にやっと山々が見える程度。初秋頃

に来たら多少は視界が開けるのであろうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（山頂から 後方燧ケ岳）            （中門岳に向かう道） 

 

雨も何とか持ちそうである。時間も余裕があるので、中門岳の途中まで目指すことにする。山頂から中門

岳方面へは広い尾根、湿原の上をひたすら歩く。ゆるやかにアップダウンを繰り返す木道の道、気持ち良

い風が吹いている。 

 



途中から、ポツリポツリ雨が降り出す。 

降ったりやんだり、太陽が出たり隠れたり。 

いよいよ天気が崩れるのか？先を急ぐ。 

会津駒ケ岳周辺の池塘で一番大きいとされる中門池に到着。 

ここからなだらかな登り道を先に進むと 

中門岳山頂となるが、今回はここで引き返すことにする。 

 

戻る途中、霧がでてくる。これがまた美しい。 

時より日差しがもどり、幻想的な景色を作りだす。 

 

（中門池） 

 

9 時 20 分 駒ノ小屋に戻る 

午前中よりもさらに多くの登山者が駒ノ池の前で休憩していた。ほとんどが今日はお泊り組なのだろう

か？実に羨ましい・・・。こちらはバスの時間を気にしつつ、濡れた木道で転倒しないよう気を付けかなり神

経を使いながら下山。 

 

下山しながらもまだまだ登山者が登ってくる。「登りはきついけど、下りは滑りそうで嫌だね～。気を付け

てね。」と声をかけてくださる。「はい、気をつけます。そちらは楽しんできてくださいね。」 

 

先程の水場のある広場まで戻る。よし、行ってみよう！と水場まで下降する。思っていたよりすぐに水場

に到着。岩場の間からしっかり湧き出ていた。冷たくて美味。持参していた自宅の水を捨て、駒ケ岳の水を

汲みなおす。もと来た道を戻り、再び登山口へ向け出発。 

 

11時 45 分 滝沢登山口を経て駒ケ岳登山口バス停へ下山 

標高差 1,200m 以上、歩行距離 15 ㎞以上、歩きごたえのある登山となった。 

 

バスが来る時間まで一時間以上あるので、温泉施設を探す。下山してきた登山者に「駒の湯」という温泉

施設を教えていただく。汗を流しすっきり。ビールで乾杯！！といきたいが帰りの道中がまだまだ長い。

13 時 32 分のバスに乗車し、電車に乗換え、北千住の駅に到着するのが 18 時 52 分。そこから自宅に到着

するまで 1 時間ちょっと・・・。寝過ごしてしまったら大変である。う～む、ビールは我慢。駒ケ岳の水でのど

を潤すことにしよう。 

 

長～い一日であったが大満足。天気に感謝、温泉まで楽しめて最高である。 

次回訪れるときは駒ノ小屋に泊まり、ビールを飲みながら夜空を楽しみたいものである。中門岳山頂まで

の木道も、のんびり歩いて堪能したい。 

 

                       

5 時 35 分 駒ケ岳登山口発 

                      5 時 55 分 滝沢登山口着 

                      6時 55 分 水場着 

                      7 時 50 分 駒ノ小屋着 

                      8 時 20 分 会津駒ケ岳山頂着 

                      8 時 45 分 中門池着 

                      9 時 20 分 駒ノ小屋着 

                      11時 45 分 駒ケ岳登山口着 

 

 

 

  （駒ノ小屋前、駒ノ池と賑わう登山者）       文責：松田留美 

 



Made in Japanの小物グッズをピックアップ 

 

◆クロモリピンペグ３種売れ筋商品紹介（その特性） 

①家の大黒柱のようにテント全体を支えるしなりと衝撃吸収性の高いクロモリ素材です。 

②高級素材クロモリ鋼製ペグは世界で唯一。 

③登山家（日本山岳会会員）の社長が編み出した独特の形状で風にテントがあおられても 

ロープがはずれにくい「あごつき」仕様。 

④ペグを地面に打つ時も衝撃が少なく人にやさしい素材であり、曲がっても戻す事が可能。 

⑤ロープが傷まぬよう成形加工済み。１０mm 径のロープが使える。 

⑥携帯に便利。１０枚重ねても３５mm の厚さ。 

 

・クロモリピンペグＭ (C4) 

クロモリ鋼(SCM435)製 

カラー：黒メッキ仕上げ 

長さ：150 ㎜ 重量：30ｇ 

 税込価格：388（本体価格￥360） 

 

・クロモリピンペグＬ (C5) 

クロモリ鋼(SCM435)製 

カラー：黒メッキ仕上げ 

長さ：180 ㎜ 重量：40ｇ  

税込価格：475（本体価格￥440） 

 

・クロモリピンペグＬＬ (C6) 

クロモリ鋼(SCM435)製 カラー：黒メッキ仕上げ 

長さ：300 ㎜ 重量：80ｇ 税込価格：777（本体価格￥720） 

 

◆アブミプレート(CL14)             

両端のロープ通し穴はハトメ内径7.5㎜穴。 

7㎜ロープも通せます。 

災害時の脱出用ロープ梯子としても利用できます。                    CL14 

材質：ジュラルミン製 カラー：シルバー 

サイズ：172㎜×20㎜×10㎜ 重量：35ｇ 

ロープ用。滑り止めつき。 

税込価格：\864 (本体価格\800)                       

 

◆アルミランナー(C1) 10 個入 

アルミ製カラー：シルバー重量：1.5ｇ                       C1 

穴径：7 ㎜φ ロープ有効径：3 ㎜Φ～6 ㎜Φ 

税込価格：￥658(本体価格\610) 

 

◆スーパーランナー(C2) 10 個入 

ジュラルミン(A5052)製カラー：シルバー 

重量：3ｇ 穴径：7 ㎜φ                                            C2 

ロープ有効径：3 ㎜Φ～6 ㎜Φ ロック可能 

税込価格：￥831(本体価格\770) 

Ｍａｄｅ in Japanの現場より写真レポートは今月号はお休みします。 


